
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件

①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
10
年
以
上
必
要
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間

な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が
、
10
年
以
上
あ
る
場
合
に
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
60
歳
に
な
る
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
10
年
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
満
額
の
受
け
取
り
に
必
要
な
期
間

（
40
年
）
が
足
り
な
い
場
合
、
65
歳
ま
で
の
方
な
ら
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
保
険
料
を
納
め
た
月
数
で
年
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

③
お
手
続
き
は
原
則
65
歳
か
ら
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
の
受
け
取
る
年
齢
に
応
じ
た
「
繰

上
げ
受
給
」
や
「
繰
下
げ
受
給
」
が
で
き
ま
す
。

・
繰
上
げ
受
給
…�

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
繰
り

上
げ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

・
繰
下
げ
受
給
…�
66
歳
か
ら
75
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
繰
り

下
げ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
年
金
額
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

※�

い
ず
れ
の
受
給
も
一
度
決
め
た
減
額
率
や
増
額
率
は
変
更

で
き
ま
せ
ん
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
（
令
和
４
年
度
の
額
）

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
保
険
料
を
す
べ

て
納
め
る
と
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
の
年
金
額
は
法
律

規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
原
則
0.4
％
の
引
き
下
げ
額

と
な
り
ま
す
。

年
金
額
（
満
額
の
場
合
）

　
年
額
7７
万
７
８
０
０
円
（
月
額
６
万
４
８
１
６
円
）

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

①�

年
金
の
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
お
よ
び
年
金
請
求
書
が
事

前
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
65
歳
の
誕
生
日
の
約
３
カ
月
前
に
、
日
本

年
金
機
構
ま
た
は
共
済
組
合
な
ど
か
ら
「
老
齢
年
金
の
お
知

ら
せ
」
や
「
年
金
請
求
書
」
が
届
き
ま
す
。

※�

繰
上
げ
請
求
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、
年
金
請
求
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
、
土
浦
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
保
険
年
金

課
窓
口
で
年
金
請
求
書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※�

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
加
入
し
て
い
た
共
済

組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
「
年
金
請
求
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
給
開
始
年
齢
の
誕
生
日
の
前
日

以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
請
求
書
に
は
、
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
添
付
書
類
が

必
要
で
す
。
添
付
書
類
は
配
偶
者
の
有
無
や
年
金
加
入
状
況

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
の
で
、
年
金
請
求
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
土
浦
年
金
事
務
所
・
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
事
務
所
の
予
約
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
年
金
事
務
所
へ
の
来
訪
相
談
や
年
金
請
求
に
関
す
る
手
続

き
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
窓
口
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」
へ
申
し
込
み
の

上
、
予
約
日
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
お
客
様
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
浦
市
下
高
津
２
‐
７
‐
29
）

　

�

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
１
１
７
０
／
自
動
音
声
に
従
っ
て

【
１
】
の
あ
と
に
【
２
】
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・
予
約
受
付
専
用
電
話

　

�

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・�

保
険
年
金
課　
医
療
年
金
係　

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
６
）
／
年
金
加
入
期
間
が

　
国
民
年
金
【
第
１
号
被
保
険
者
】
の
み
の
方

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の
加
入
者
で
あ
っ
た
方
の

老
後
の
保
障
と
し
て
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
給
付
さ
れ

ま
す
。

　
町
で
は
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
、
建
て
替
え
ま
た
は
建
売

住
宅
（
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
日
か
ら
５
年
を
経

過
し
て
い
な
い
住
宅
）
を
購
入
さ
れ
た
方
に
対
し
、
住
宅
取

得
に
要
し
た
費
用
を
、
基
本
25
万
円
、
最
大
55
万
円
ま
で
助

成
し
て
い
ま
す
。

▼�

申
請
期
限　
住
宅
取
得
に
伴
う
登
記
の
日
か
ら
１
年
以
内

▼
申
請
締
め
切
り
日　
10
月
31
日
㈪

▼�

助
成
金
額　
25
万
円
（
最
大
55
万
円
）

　
本
助
成
金
の
申
請
に
は
、所
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
広
報
と
ね
５
月
号
」
ま
た
は
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
政
策
企
画
課　
地

域
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
先　
政
策
企
画
課　
地
域
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
３
２
）

　

�Em
ail

：chiiki@
tow
n.tone.lg.jp

新
築
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
助
成
金
の
ご
案
内

▲詳しくはコチラ

▼
申
請
時
必
要
書
類

・�

補
助
金
交
付
申
請
書

・�

案
内
図

・�

平
面
図

・�

排
水
経
路
図

・�

工
事
見
積
書
の
写
し

・�

建
築
確
認
済
証
の
写
し
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
届
出
書
の
写

し
・�

登
録
浄
化
槽
管
理
票
（
C
票
）

・�

登
録
証
の
写
し

・�

保
証
登
録
証

・�

浄
化
槽
設
備
士
免
状
の
写
し

・�

浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書
の
写
し

・�

放
流
同
意
書
の
写
し
※
放
流
を
伴
う
場
合

・�

浄
化
槽
法
第
７
条
検
査
に
係
る
検
査
手
数
料
払
込
通
知
書

の
写
し

▼
そ
の
他

・�

浄
化
槽
の
工
事
期
間
は
、
補
助
金
交
付
決
定
後
か
ら
令
和

５
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

・�

補
助
金
の
限
度
額
は
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課　
下
水
道
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
３
３
）

高
度
処
理
型
浄
化
槽
設
置
費
助
成
の
ご
案
内

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
、町
の
下
水
道
事
業
計
画
区
域
以
外
の
地
域
、

ま
た
は
、
下
水
道
の
整
備
が
当
分
の
間
、
見
込
ま
れ
な
い
下

水
道
事
業
計
画
区
域
内
の
地
域
に
環
境
配
慮
型
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
、
お
よ
び
単
独
処
理
浄
化
槽
や
、
く
み
取
り
槽

か
ら
転
換
す
る
場
合
に
お
け
る
単
独
浄
化
槽
や
、
く
み
取
り

槽
の
撤
去
、
配
管
工
事
に
つ
い
て
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　

随
時
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

※
受
け
付
け
は
、
予
算
範
囲
内
の
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

▲詳しくはコチラ

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
軽
減
お
よ
び
、
売
り
上
げ
が
落

ち
込
む
事
業
者
様
へ
の
支
援
を
目
的
に
、
町
内
の
商
店
街
等

で
共
通
し
て
使
用
で
き
る
「
超
（
ス
ー
パ
ー
）
と
ね
ま
ち
地

元
応
援
！
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

▼
販
売
金
額　
５
０
０
０
円

　
（
５
０
０
円
×
15
枚
＝
７
５
０
０
円
分　
50
％
プ
レ
ミ
ア
ム
）

▼
販
売
時
期　
10
月
上
旬
を
予
定

※
９
月
下
旬
頃
に
全
世
帯
、
世
帯
主
の
方
に
特
別
購
入
券
の

ご
案
内
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
、
販
売
場
所
、
使
用

期
間
等
の
詳
細
は
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
と
ね
」

な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
未
来
創
造
課　
商
工
観
光
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
４
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
「
と
ね
ま
ち
０
→
１
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
に
は
、大
型
ワ
ー
ク
テ
ー

ブ
ル
を
使
っ
て
、
個
人
や
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
が
、
趣
味
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
利
用
で
き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
」
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
友
人
や
仲
間
た
ち
と
の
歓
談
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
予
約
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
方
法

・
ま
ち
未
来
創
造
課　
商
工
観
光
係
に
お
電
話
で
予
約

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
４
）

・
現
地
（
と
ね
ま
ち
０
→
１
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
）
で
予
約

と
ね
ま
ち
０
→
１
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ（
ゼ
ロ
ワ
ン
ベ
ー
ス
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

暮らしの情報欄

▶
と
ね
ま
ち
０
→
１
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
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